
特集/働きたい!その気持ちを応援します。
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県では総合的雇用対策を策定、雇用の安定・確保に取り組んでいます。(新しい職場でがんはる(株)北陸ジエース・ワークの皆さん)
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必ふ富山県

みんなで応援2000年国体
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働きたい!

その気持ちを応援します。
一富山県総合的雇用対策一

CLOSE UP [クローズアップ]

みんなで守る富山の環境
一環境影響評価条例ー
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い
よ
い
よ
始
動
!

介
護
保
険

要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
開
始

回
来
年
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度

導
入
に
向
け
て
、
要
介
護
認
定
の
申

請
受
付
が
、
十
月
一
白
か
ら
各
市
町

村
の
窓
口
で
始
ま
り
ま
し
た
。

印
が
行
わ
れ
、
両
県
省
の
代
表
が
協

定
書
に
署
名
、
空
港
の
管
理
運
営
や
、

昨
年
就
航
し
た
富
山
・
大
連
便
の
利

用
促
進
の
た
め
の
宣
伝
活
動
に
つ
い
て

情
報
交
換
や
交
流
務
蓬
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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14 

とやま音のある風景

蛭谷のパタパタ茶

13 

9 

1 1 

地主主をつくる仲間たちく人物カフェ〉

高岡万葉まつりを支える市民ボランティア

加須栄教子さん

教えて健康パークQ&A

とやま感動案内

なないろKAN

行ってみよう情縄

田
要
介
護
認
定
は
、
介
護
保
険
制
度

に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
手
続
き
で
、
「
介
護
が
必
要

か
」
、
「
ど
の
程
度
の
介
護
が
必
要
か
」

に
つ
い
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
結
果

は
、
介
護
の
必
要
の
程
度
に
応
じ
て

「
自
立
」
吉
宮
支
援
」
吉
宮
介
護
一

i
五」

-
今
後
、
幅
広
い
交
流
が
一
層
活
発

に
な
り
、
両
県
省
の
友
好
の
緋
が
さ
ら

に
強
固
な
も
の
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
国
際
課

2
0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
5
8
 

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
飛
躍
に
向
け
た
大
き
な
成
果

ニ

ア

N
E
A
R
幻

(北
東
ア
ジ
ア
経
済
交
流
E
X
P
O
)

園
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
経
済
交

流
の
促
進
を
め
ざ
す
N
E
A
R
引
が
、

十
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三

日
間
、
富
山
市
の
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
N
E
A
R
引
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地

域
(
日
本
、
中
園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン

ゴ
ル
)
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
総
合

的
な
経
済
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、
展
示
商

談
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
対
岸
諸
国

の
投
資
環
境
説
閉
会
な
ど
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
こ
の
う
ち
展
示
商
談
会
に
は
、
中

園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
の
企

業
約
百
三
十
社
が
参
加
、
部
品
資
材

の
分
野
を
中
心
に
圏
内
企
業
の
関
心

も
高
く
、
会
期
中
に
行
わ
れ
た
商
談

は
約
千
三
百
件
、
こ
の
う
ち
、
契
約
が

成
立
す
る
見
込
み
の
も
の
は
約
二
百
件

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

-
ま
た
、
こ
れ
は
、
富
山
県
で

開
催
さ
れ
た
初
め
て
の
国
際
見

本
市
で
、
会
場
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
求
め
る
国
内
外
の

企
業
関
係
者
約
一
万
人
が
来

場
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
経
済
交
流
の
中
核
拠
点
と
し

て
の
富
山
県
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

-
今
後
も
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
済

交
流
の
た
め
の
催
し
を
継
続
的
に
開
催

す
る
な
ど
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
、
そ
し 15 富山市役所での申請受付

昭和54年11月21日(水)

1979 

の
七
段
階
で
、
原
則
と
し
て
申
請
か

ら
三
十
日
以
内
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

-
県
内
で
は
、
約
三
万
件
の
申
請
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
各
保
険
者
(
市
町

村
等
)
に
お
い
て
は
、
要
介
護
認
定
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
地

域
ご
と
や
年
齢
、
誕
生
月
ご
と
に
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

-
な
お
、
要
介
護
認
定
の
結
果
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
県
の
介
護
保
険

審
査
会
に
審
査
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

-
要
介
護
認
定
の
申
請
手
続
き
な
ど
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
問
合
せ

は
、
最
寄
り
の
市
町
村
の
介
護
保
険

担
当
窓
口
ま
で
。

-
問
合
せ

県
庄
局
齢
福
祉
課
介
護
保
険
班

8
0
7
6
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4
4
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7
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新
し

211月。1日

船
出

富
山
県
総
合
福
祉
会
館
が

オ
ー
プ
ン
!

あ
ず
み
ち
ょ
う

.
富
山
市
安
住
町
の
旧
済
生
会
富
山

病
院
跡
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
た

「
富
山
県
総
合
福
祉
会
館
」
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
十
一
月
十
一
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

リて
組富 叫
ん山 下
で県
いの
き飛
ま躍
すの
。た
め

露
策

取

-
問
合
せ
県
庁
観
光
通
商
課
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陸の孤島に終止符
国道156号改良工事完成

たくさんの来場者でにぎわったメイン会場 (テクノホール)

雲一つない青空に恵まれたこの日、国道

156号飛越峡合掌ラインの改良工事開通式

が行われ、関係者らの車が庄川町小牧ダ

ム~岐阜県白川村の約40kmをパレード、

沿線は住民らの歓迎小旗の波で揺れた。

この道路は、それまで情告道イチコロ線j

と呼ばれるほどの悪路で、 一年の1/3は通

行できず、冬の五箇山は庄川のダム湖を

運航する船だけが平野部との交通手段と

いう陸の孤島であった。冬季通行できる

道路の開通により、山里の暮らしは大き

く変わった。今では、たくさんの村人が

平野部へ通勤通学 し、独特の伝統や文化

に魅かれた観光客が一年を通して訪れる。

技術の粋を集めた道路整備は、五箇山を

F手腕」から陥 ι 一一一一一・

のふるさと」へ

と変貌させた

のである。
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友
好
の
緋
を
深
め
て

富
山
県
・遼
寧
省
友
好
県

省
締
結
十
五
周
年

リ
さ
『
〆
ね
い
し
よ
う

-
富
山
県
と
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省

締
結
十
五
周
年
を
記
念
し
て
遼
寧
省

友
好
代
表
団
が
来
県
、
記
念
式
典
に

出
席
し
た
ほ
か
、
水
墨
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
「
遼
寧
省
中
国
画
展
」
な

ど
の
記
念
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

-
十
月
十
二
日
の
記
念
式
典
で
は
、
中

沖
知
事
が
「
友
好
の
源
流
が
二
十
一

世
紀
に
は
大
河
と
な
り
、
日
本
と
中

園
、
ア
ジ
ア
や
世
界
の
平
和
と
発
展
を

-
こ
の
施
設
は
、
少
子

・
高
齢
化
や

核
家
族
化
が
進
む
な
か
、
地
域
で
共

に
支
-
え
合
う
福
祉
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
|
、
介
護
福
祉
士
な
ど

福
祉
を
支
-
え
る
人
材
の
養
成
を
行
-
っ
と

と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
職
場
で
働

き
た
い
人
の
た
め
に
職
業
案
内
や
職
場

説
明
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

-
ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保

健
・
医
療

・
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
る
ほ
か
、
福
祉
図
書
館
も

設
置
し
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

-
施
設
の
愛
称
は
、
「
サ
ン
シ
ツ
プ
と

や
ま
」
。
船
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
外

形
と
あ
い
ま
っ
て
、
新
し
い
福
祉
の
船

出
、
明
る
い
福
祉
の
殿
堂
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

• 

県広報と哲彦 1999.11・1

祝賀パレードを小旗で
歓迎する村人たち

本箆は白紙10096<7.:病生紙を使用しています。

記念式典であいさつする中沖知事(上)
友好空港の協定書に署名する両県省の代表(下)

願
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
遼
寧
省

か
く
て
い
ひ
ょ
う

の
郭
廷
標
副
省
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
優
れ

て
い
る
と
こ
ろ
事
」
補
完
し
合
い
、
幅
広

い
分
野
で
友
好
関
係
務
薬
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

し
ゅ
う
す
い
し

.
続
い
て
、
富
山
空
港
と
大
連
周
水
子

国
際
空
港
と
の
友
好
空
港
提
携
の
謂

v 

しあわせ宮山のシンボル「富山県総合福祉会館J

-
県
内
の
主
要
な
福
祉
関
係
機
関
も

入
居
す
る
こ
の
施
設
が
、
「
し
あ
わ
せ

富
山
」
の
シ
ン
ボ
ル
施
設
と
し
て
、
だ

れ
も
が
健
康
で
、
明
る
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
県
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

-
問
合
せ
県
庁
社
会
福
祉
課

2
0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
0
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業務内容

2000年とやま国体(夏季・秋季大会)の開・閉会式会場

での式典運営、観客の案内など

募集対象

県内在住・在勤又は在学で、昭和60年4月1日以前に

生まれた方

締切

12月24日(金)
※詳細は、県内の主なスポーツ施設、スポーツ用品居、

ショッピンクセンターなどにあるリーフレットを

ご覧ください。

国体ボランティア

「あいの風メイトj募集中!

-問合せ 2000年国体富山県実行委員会事務局

ft076(444)9667 
http://www.pref.toyama.jp/kokutai/ 

2・ 県広報と哲彦 1999.11



l特集

その気持ちを
応援します二
一富山県総合的雇用対策一

厳しい雇用情勢が続くなか、皆さんの「働きたいリ

という気持ちを応援するため、県では、総合的雇用

対策を策定し、雇用の安定・確保のための施策に取り

組んでいます。

厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応

円滑な労働移動の支援及び新規・再就職の促進 | 
1.求人情報等提供機能の強化

・会社帰りや土曜日にも利用できるr)¥口ーワーク情報プラザ富山Jを開設し、利用促進を図る。

・県内企業の人材需要調査を実施し、把握した人材ニーズを求人情報として新規学卒者や求職者に提供する。

2.事業主に対する要請

・事業主に対し、求人の確保や求人年齢の上限引き上げを要請する。

3.職場体験講習の実施

・求職者の資質と企業の人材二一ズとのミスマッチを解消するため、中高年失業者を対象に職場体験講習を実施する。

4.新規学卒者への支援

・これまでの大学等卒業者に、新たに高校卒業者を加えて、合同就職面接会を開催する0

・大学等の在学中に就業体験を行う「体験実習講座jを開催する。

5.円滑な(失業なき)労働移動への支援

・出向・再就職あっせんにより労働者を受け入れた場合に支給される 「人材移動特別助成金」など、労働移動に関する

助成金制度をPRし、活用促進を図る。

本
県
の
経
済
動
向
を
見
る
と
、
景
気
に
つ

い
て
は
や
や
改
善
し
て
き
で
い
る
も
の
の
、
雇

用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

富
山
県
内
の
八
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

0
・
五
六
倍
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
の

0
・

四
六
倍
を
若
干
上
回
る
も
の
の
、
近
年
で
は

最
低
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
企
業
を
退
職
さ
れ
た
方
や
、

雇
用
へ
の
不
安
を
抱
え
て
働
い
て
い
る
方
が

安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
安
定
と
確
保
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

特集働きたい !その気持ちを応援します。

-富山県総合的雇用対策の概要

|民間企業による雇用・就業機会の創出への支援 | 
1 .中小企業・ベンチャー企業による新たな事業展開の支援

・新事業創出に取り組む企業のための総合相談窓口を設置するなど、新事業創出支援体制(プラットフォーム)を充実する。

・ベンチャー企業に対し、人材確保と資金確保の面から効果的な支援を行う。

・新規開業等に伴って労働者を雇い入れた場合芯どに支給される助成金制度

をPRし、活用促進を図る。

2.新規・成長分野における雇用創出の推進

・医療・福祉、情報通信、環境など、新規・成長15分野において失業者を雇用

した場合芯どに支給される奨励金制度をPRし、活用促進を図る。

新規・成長15分野
1.医療・福祉 2.生活支化 3情報通信 4.新敏造技術

5.流通・物流 6.環境 7ビジネス支援 8.海洋

9白バイオテクノロジー 10.都市環境繋鏑 11.航空・宇宙

12.新エネルギー省エネルギー 13.人材 14.国際化 15.住宅

2 

-国から交付される緊急地域雇用特別交付金を活用して、県・市町村が緊急に対応すべき事業を実施し、雇用・就業の機会

を創出する。

3 

4 

|就業能力の向上支援 | 
1.民間施設の活用による職業訓練の拡充

・多様芯職業訓練ニーズに対応するため、民間の教育訓練施設を活用した委託訓練を拡充する。

2.在職者向け能力開発セミナーの充実

・在職者の資質向上を図る能力開発セミナーを質・量とも充実し、ニーズの高いコースを拡充する。

3.ホワイトカラー層の専門的知識・能力習得の支援

・ビジネス・キャリア制度をPRし、活用を図る。

5 

県
で
は
、
官
民

一
体
と
な

っ
て
雇
用
対
策

に
取
り
組
む
た
め
、
八
月
に
、
知
事
を
本
部

長
と
す
る
富
山
県
雇
用
対
策
推
進
本
部
(
行

政
・
経
済
団
体

・労
働
団
体
等
の
代
表
で
構

成
)
を
初
め
て
設
置
し
た
の
に
続
き
、
九
月

に
は
、
雇
用
の
創
出
や
維
持
、
就
職
希
望
者

の
支
援
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
富
山
県
総
合

的
雇
用
対
策
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
有
効
求
人
倍
率

求
職
者
一
人
に
対
し
て
何
件
の
求
人
が
あ
る
か
の
割
合

県広報t""tきま 1999.11・ 3

幅
広
い
視
点
か
ら
雇
用
対
策
を
実
施

富
山
県
総
合
的
雇
用
対
策
の
柱
は
、

①
民
間
企
業
に
よ
る
雇
用

・
就
業
機
会
の
創

出
へ
の
支
援

②
雇
用
の
維
持
・失
業
の
予
防
に
対
す
る
支
援

③
県

・
市
町
村
に
よ
る
臨
時
応
急
の
雇
用

・

就
業
機
会
の
創
出

④
円
滑
な
労
働
移
動
の
支
援
及
び
新
規

・
再

就
職
の
促
進

⑤
就
業
能
力
の
向
上
支
援

の
五
つ
。

求
人
情
報
提
供
機
能
の
強
化
や
職
業
訓
練

の
充
実
な
ど
に
よ
っ
て
就
職
希
望
者
を
支
援

す
る
だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
に
よ
る
新
た

な
事
業
展
開
を
支
援
し
た
り
、
県
・
市
町
村

に
お
い
て
緊
急
的
事
業
存
実
施
し
た
り
し
て
、

新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
、
幅
広
い
視

点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

1

新
事
業
で
新
た
な
雇
用
を
創
出

プ

ラ

y

ト

フ

寸

|

ム

新
事
業
創
出
支
援
体
制
の
充
実

県
で
は
、
県
内
の
産
業
支
援
機
関
や
試
験

研
究
機
関
、
大
学
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、

県
内
企
業
の
研
究
開
発
か
ら
事
業
化
ま
で
を

総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
(
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
)
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
企
業
を
技
術
面
、
資
金

面
、
経
営
面
な
ど
か
ら
支
援
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
「
新

事
業
創
出
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
し
い
事
業
分
野
に
進
出

す
る
県
内
企
業
が
増
え
、
新
た
な
雇
用
が
創

出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※インキュベート…事務所や資金、技術などの提供による、ベンチャー企業の立ち上がり支援

(財)富山按術開発財団
(新事業創出相駁センター)

8つの支援機能

・筏術開発 ・絞首Z指導

・妓術移転 ・販路側Ri

・資金供給‘ ・情報提供
・インキュペート ・人材育成

4・県広報と哲彦 1999.11



特集働きたい!その気持ちを応援します。

禁思13
車 釜 I ~
警主
璽励
2金
扇で
成 雇
金 用

を
創
出

新
規
開
業
や
新
分
野
へ
の
事
業
展
開
に
当

た
っ
て
、
労
働
者
の
新
規
雇
い
入
れ
な
ど
を

し
た
企
業
に
助
成
金
宇
支
給
す
る
も
の
で
す
。

「
新
規
雇
い
入
れ
」
の
場
合
、
労
働
者
の
賃
金

の
し
令
が

一
年
間
助
成
さ
れ
ま
す
。

成
長
分
野
で
の
雇
用
に
関
す
る
奨
励
金

医
療
・福
祉
、
情
報
通
信
な
ど
新
規
・成
長

十
五
分
野
に
お
い
て
、
中
高
年
齢
の
失
業
者

を
雇
い
入
れ
た
場
合
に
奨
励
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。
雇
い
入
れ
た
失
業
者
が
三
十
歳

i
四
十
歳
の
場
合
に
は

一
人
当
た
り
四
十
万

円
、
四
十
五
歳

i
五
十
九
歳
の
場
合
に
は

人
当
た
り
、
七
十
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

3

県
・
市
町
村
も
雇
用
を
創
出

臨
時
応
急
の
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出

今
匝
の
対
策
で
は
、
県

・
市
町
村
に
お
い

て
も
積
極
的
に
雇
用

・
就
業
機
会
の
創
出
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
緊
急
地

域
雇
用
特
別
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、
県
・市

町
村
が
、
環
境
の
美
化
、
埋
蔵
文
化
財
調
査

な
ど
を
民
間
企
業
等
に
委
託
し
、
新
た
な
雇

用
・就
業
の
機
会
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
県
全
体
で
約
二
、
五

O
O人
の
雇
用
創

出
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

5

職
業
訓
練
で
再
出
発
を
応
援

職
業
訓
練
体
制
の
充
実

最
近
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
反
映
し
て

職
業
訓
練
に
対
す
る
ニ

i
ズ
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
離
職
者
や
転
職
者
向

け
の
職
業
訓
練
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。

口
川
御
崎
紅
「
の
受
け
入
凶
岬
ゆ
噸
快

富
山

・
黒
部
・
福
野
の
各
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
現
在
、
施
設
、
設
備
、
指
導
体
制

を
最
大
限
活
用
し
て
、
定
員
の
ご
割
増
し
の
訓

練
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

2
新
た
な
訓
練
コ

i
ス
を
新
設

訓
練
ニ
ー
ズ
の
高
い
「
溶
接
」
「
電
気
工
事
」

の
各
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。

司
u

島
町
動
育
訓
練
施
設
を
活
用
し
た
」

「

|
直
司
訓
練
も
長
崎

1

1

1

1

1

1

一

特
に
希
望
者
が
多
い
訓
練
コ
ー
ス
(
パ
ソ
コ

ン
操
作
技
能
)
や
、
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
対
応
が
難
し
い
訓
練
内
容
(
建
設
機
械
運

転
、
調
理
)
に
つ
い
て
、
専
修
学
校
や
各
種
学

校
な
ど
に
訓
練
生
を
派
遣
し
て
職
業
訓
練
を
行

う
委
託
訓
練
コ
ー
ス
を
新
設
し
ま
し
た
。

新規開業等に関する助成金で、スタッフを充実。

今年 5月に操業を開始した新湊市の建築用金属

製品メーカー(樟)北陸ジェス・ワークでは、新規開

業に関する助成金を利用して6名の従業員を雇い

入れました。

同社で営業企画を担当する中水政之さんは、以前勤めていた開業種の企業が

昨年倒産、 1年近い失業状態を経て採用されました。

「これまでと同じような仕事を続けたいと思っていたので、この会社に再就職

できて本当によかったと思ってます」。

今年 1月に制度がスター卜して以来、この助成金を利用して新たな雇用を創

出した企業は50杜以上にのぼっています。

f臨時応急の雇用・就業機会の創出J
実施予定の主な事業

E~~道雄量措置切E・・・・・・・・・・・・・
1.国体に向けた環境美化関係

・環境美化のための森林景観整備

・会場周辺への木製プランターの配布

・開会式等の運営業務

2.ゆとりある教育関係

・情報、外国語等の臨時講師の配置

・専修学校の教育多様化に関する研究委託

3.埋蔵文化財調査関係

・ほ場整備関連の埋蔵文化財発掘調査

・恐竜骨格化石の発掘調査

・埋蔵文化財出土品の保存処理

4.その他

・水田台帳の整備、統計情報のデータベース化

・中山間地域でのホームヘルjて一養成研修

技能を身につけて、新しい仕事にチャレンジ!

民間教育訓練施設を活用した委託訓練の中には、特に再就職が困難となっている

中高年齢者に 1年間の訓練を行い、新たな知識・技能を身につけてもらおうという

コースがあります。

富山市の北陸エネルギー技術工学院で配管技能の訓練を受けている贋野孝志さんと

高嶋勝樹さんはともに 50代。リストラで退職した後、ハローワークで相談したと

ころ、職業訓練の受講を薦められました。

「どうせ再就職か難しいのなら、新しい技能を身につけて新しい仕事にチャレンジし

ようと思った」という二人。配管設備会社などから派遣されている若い訓練生に交

じって訓練に励んで・います。

「予想以上に内容が濃くて大変ですが、ここで技能を身に付ければ、 70歳くらいま

では仕事を続けることができます。この機会を前向きに生かしていきたいですね」と

明るく語ってくれました。

特集の紹介内容についての

主な相談窓口
・新事業創出支援体制

(プラットフォーム)について

新事業創出相談センター
(寓山技術開発財団内)

告 076(433)6788

-新規開業等に関する助成金について

雇用・能力開発機構富山センター

合 076(433) 221 1 

)¥求 15
V 人 f~;
ウ 情 14

1報
?の
l月 Z早

号選
フ "克
玄能
昌 万ユ

山議
化

今
年
八
月
、
富
山
駅
北
の
と
や
ま
自
遊
館

に、

「
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
情
報
プ
ラ
ザ
富
山
」
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
十
五
台
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
パ

ソ
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
は
指

先
で
画
面
に
触
れ
る
だ
け
と
い
う
簡
単
な
操

作
で
、
求
人
票
(
主
に
、
富
山
市
と
そ
の
周

辺
地
域
の
も
の
)
を
閲
覧
し
た
り
、
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
と
と
か
ら
、
平
日
で

八
十
名
、
土
曜
日
に
は
百
名
以
上
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
社
帰
り
や
土
曜
日
に

も
求
人
情
報
を
入
手
で
き
る
こ
と
か
ら
、
リ

ス
ト
ラ
な
ど
で
近
々
退
職
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方
の
利
用
も
あ
り
、
失
業
状
態
を
経
な

い
円
滑
な
再
就
職
の
実
現
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

E司事宮古医覇軍E覆理理・・・・・・・・E

-屋外遊具の点検と修繕

・ごみ収集作業支援システムの構築

・小中学校図書台帳のデータベース構築

・フィッシヤーマンズワーフの観光章伝

・上水道配水管の漏水調査

芯ど4若い訓練生たちと設笑する広野さん(左から 1人目)
と高崎さん(同2人目)

-新規・成長15分野で¢橿用に関する

奨励金について

富山県麗用対策協会

ft076 (442) 2055 

県広報と世手 1999.11・ 5

-
八
口
l

ワ
人
情
報
プ
ラ
ザ
富
山

(
愛
称
・
ワ
ー
ク
ナ
ビ
プ
ラ
ザ
・
と
や
ま
)

利
用
時
間
/
月
i
金
曜
日

午
前
9
時
加
分

i
午
後
6
時
叩
分

第

2
・
4
土
曜
日

午
前
9
時
叩
分
j
午
後
5
時

台

0
7
6
(
4
3
9
)
7
8
3
6

官
民
一
体
で
雇
用
の
安
定
・
確
保
を

県
は
、
今
巨
の
総
合
的
雇
用
対
策
存
着
実

に
推
進
し
、
皆
さ
ん
の

「働
き
た
い
!
」
と

い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
民
間
企
業
に
お
い

て
、
雇
用
の
創
出
や
維
持
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
意

味
で
、
雇
用
対
策
は
官
民

一
体
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
い
え
ま
す
。

県
で
は
、
新
事
業
創
出
を
支
援
す
る
体
制

や
助
成
金
制
度
な
ど
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
も
、
経
営
環
境
が
厳
し
い

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
国
や
県
の
支
援
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
雇
用
の
安

定

・
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

-
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
可
与
思
見
は
、

県
庁
職
業
安
定
課
ま
で

8
0
7
6
(
4
4
4
)
4
5
6
4
 

-仕事に関する相談や聡業の紹介、

雇用保険や鴎業訓練などについて

最寄りのハローワーク

・富山 ft076(431) 8609 

・高岡 ft0766(21 ) 1 51 5 

.魚津 ft0765(24) 0365 

・砺波 宮0763(32)2914

.滑川 ft076(475) 0324 

・氷見 ft0766(74) 0445 

・小矢部 ft0766(67) 031 0 

・新湊 ft0766(82) 31 95 

-聡難訓練について

各職業能力開発センター

・富山 ft076(451) 3504 

・黒部 ft0765(52) 0251 

・福野 ft0763(22) 31 52 

・賃金、解雇、労働条件、労使関係、

労働福祉芯どについて

労働相談ダイヤル

ft076 (444) 9000 

6 ・県広報t~ä= 1999.11 
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みんなで守る
富山の環境

一環境影響評価条例-

清うかな水と豊かな緑に恵まれ、全国トップクラスの住みよい

県といわれる富山県。その環境を守り、将来に引き継いでいく

ために、県では「富山県環境影響評価条例」を制定しました。

仁-j制度が充実した部分

始

映
か
し

開

反
階
ま

き

を
段
悶

続

慮
い
羽

手

配
早

1

切

ゆ

ぬ一戸

蜘

期
間
協

U
H
T

rh円
/

¥
た
な

乱

画
す
ぎ

J

叫

計

や

続

¥
叫
ノ

業

せ

手

。

f
m
L

さ
ら
た

-新しい環境アセス手続きの流れ

1 .方法の決定
業者は、環境アセスの実施方法を記

載した「方法書」を作成して公表し、

住民や自治体の意見を聴きます。

へ

に
で

型

類
施

市

種

実

向

の
を

‘一，

業
ス

ダ

事
セ
一
心

一

毛
ア
ぷ

オ

M
M

境

札

的

怖
頂
町

型

性
あ
↓
凶

・

1

-
|

一惜
別
町
一
向

¥
吋
ノ

域

百
る

f
附
¥
地

あ

き

⑪ 意見提出の機会拡大

住民かうの意見提出の機会が1固
から2回!こ増えるとともに、周辺地

域の住民だけでなく、誰でも意見

を提出できるように芯りました。
環環
境境
影保
響字

詰島
義語
Z和
ス ぜ
メめ
ン空主

主す

交
通
を
便
利
に
す
る
た
め
に
道
路
を
つ
く

る
。
住
宅
同
地
を
造
成
す
る
。
こ
れ
ら
は
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
笠
か
に
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
で
す
が
、
環
境
へ
の
影
響
は
最
小
限

に
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

環
境
影
響
評
価
(
以
下
「
環
境
ア
セ
ス
」
)

と
は
、
大
胤
枝
な
開
発
事
業
が
環
境
に
う
え

る
彩
枠
を
下
山川
に
調
査

・
予
測

・
評
価
し
て

公
表
し
、
住
民
や
地
方
什
治
体
の
立
見
を
聴

き
な
が
ら
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
事
業
計

画
を
作
り
上
げ
て
い
く
制
度
で
す
。

条
例
制
定
で
制
度
を
充
実

県
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
年
に
策
定
し
た

「
富
山
県
環
境
問
料
響
評
価
要
綱
」

に
基
づ
く

環
境
ア
セ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

は、

い
わ
ゆ
る
行
政
指
導
に
よ
る
も
の
で
、

法
的
拘
束
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑪ 環境アセス項目の拡大

従来からの項目(大気環境、水環

鏡、生物の保全など)に加えて、地

球環境への配慮に関する項目(廃

物や温室効果ガスの排出抑制
など)が追加されました。

⑪ 住民意見の直接聴取

県が事業者に意見を述べる際に、

必要に応じて住民から意見を聴く

ことになりました。

2.環境アセスの実施
業者は、 「方法書JIこ従って、開発

業が環境に与える影響についての調査・

予測・評価を行います。

3.結果案の作成、意見聴取

業者は、環境アセスの結果案と環境

保全のために行う対策を記載した 「準

備書Jを作成して公表し、住民や自治体

の意見を聴きます。また、住民に対する

説明会も開催します。

今
回
の
条
例
制
定
に
よ

っ
て
、
環
境
ア
セ

ス
は
、
事
業
者
に
と
っ
て
法
的
な
義
務
と
な

り
、
制
度
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
条
例
は
、
同
の
「
環
境
影
響
評
価
法
」

が
定
め
る
環
境
ア
セ
ス
の
内
符
を
、
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

POINTl 

富
山
県
の
特
別
な
自
然
環
境
に
配
慮

国
立
公
園
・
固
定
公
園
・
県
立
自
然
公
園
な
ど
に

つ
い
て
は
、
か
竹
ゆ
り
小
規
模
な
開
発
事
業
も
対
象

に
追
加
す
る
芯
ど
、
通
常
の
地
域
よ
り
も
環
境
ア

セ
ス
を
必
要
と
す
る
範
囲
を
拡
大

法
律
よ
り
も
対
象
事
業
を
拡
大

産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
、
工
場
、
畜
産
施
設
、
ゴ

ル
フ
場
、
ス
キ
ー
場
な
ど
、
法
律
の
対
象
外
と
な

っ
て
い
る
開
発
事
業
も
条
例
の
対
象
に
追
加

POINT2 

法
律
よ
り
も
規
模
要
件
を
引
き
下
げ

法
律
で
対
象
と
な
る
規
模
に
達
し
な
い
開
発
事
業

に
つ
い
て
も
条
例
の
対
象
に
追
加

POINT3 
-条例と法律との対象事業の比較(通常の地域の場合)

事業の種類 条例 法律

一般遍路 4車線以上、7.5km以上 4車線以上、 lOkm以上

ダム 貯水面積75ha以上 貯水面積lOOha以よ

普通鉄道 7.5km以上 10km以上

飛行場 滑走路長1，875m以上 滑定路長2，500m以上

火力発電所 出力112，500kw以上 出力150，OOOkw以上

工業団地・住宅団地 75ha以上 100ha以上

廃棄物焼却施股 処理能力150t/日以上

畜産施盤 牛500頭、豚5.00口頭以上 対象外

ゴルフ場・スキー場 50ha以上

注1この表は、条例が対象とする 19の開発事業のうち代表的なものを要約したも
のです。

注2法律の対象事業は条例の対象事業かう除かれます。
注3仁二コ 内については、内容によって法律による環境アセスが行われる場合が

あります。

⑪ 県による評価奮のチM

県は準備書に関して事業者に送付

した意見が「評価書」に反映され

ーー・ ているかをチ工ツクできるように
i芯りました。

4.結果の確定

業者は、住民や自治体からの意見を

検討して 「準備書Jの内容を見直します。

そして、環境アセスの最終結果である「評

価書Jを作成し、公表します。

求
め
ら
れ
る
事
業
者
・
住
民
・

行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

環
境
ア
セ
ス
は
、
単
に
開
発
を
制
限
す
る

た
め
の
手
段
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
制

度
の
主
眼
は
、
事
業
舟
が
住
民
や
行
政
の
参

加
の
も
と
、
十
分
な
環
境
情
報
を
収
集
し
、

よ
り
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
形
で
開
発
引
業

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
明
確
な

ル

l
ル
を
定
め
る
点
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。

事
業
者
に
は
、
開
発
事
業
に
関
す
る
情
報

を
計
阿
の
早

い
段
階
か
ら
積
極
的
に
挺
供

し
、
環
境
情
報
の
収
集
に
努
め
る
盗
勢
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
情
報
を
進
ん
で
提
供
す
る
姿
勢

が
望
ま
れ
ま
す
。

県
で
は
、
住
民
の
符
さ
ん
と
と
も
に
、
地

域
の
環
境
情
報
を
収
集

・
整
理
し
て
事
業
省

等
に
捉
供
し
、
環
境
ア
セ
ス
が
適
切
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
開
発
事
業
に
伴
う
環

境
へ
の
悪
影
響
が
生
じ
な

い
よ
う
努
め
て

い

き
ま
す
。

-
問
合
せ

・
ご
意
見
は
、
県
庁
環
境
政
策
課
ま
で

8
0
7
6
(
4
4
4
)
3
1
4
1
 

情報の提供情報の提供

⑩ 事硝業繍着手雑駒後御の

県は、開発事業が着手された後、

業者が環境保全対策を適切に

行っているかをチェックできるよ

lうになりました。

5.事業への反映
業者は、評価書に記載された環境保

全対策を適切に行い芯がう開発事業を

進めるとともに、環境保全対策等の状

況を県に報告します。

県広報と刊ま 1999.11・7

環境と調和のとれた
業計画

。環境~1-J響 J"~価制度についてのJ下制は、インターネ ッ トでもご覧になれます。 http: //www.pre f. toyama.jp/sections/ 1 705/ 1 705 . htm
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彩
り
豊
か
な
七
つ
の
エ
リ
ア
が
、

感
動
と
交
流
の
ハ
l
モ

l
を
奏
で

盟国国 国図圏 図

、圃圃・
、国圃圃‘

木
の
温
も
り
に
包
ま
れ
て
、
多
面
的
な
魅
力
に
ふ
れ
よ
う
。

木造平屋建ての伸びやかな外観。内部は、

木がふんだんに使われ、温か芯雰囲気。

古き良き時代の蓄音機やラジオが展示されている「ふれあい館」。

朝日町在住の個人がコレクシヨンしていたもの。エジソンが発明

した頃の蓄音機もあり、興味深い。

とやま感動案内

「もぎたて館Jで、6月から 10月の日曜日に行

われている広ないろ朝市。地元の新鮮な野菜や

手作りの昂が人気。

なないろKAN

一度は見たことがあるような

温かい筆致。左の絵本は、富

山を舞台にした猟師と野性の

動物との物語。

「みごたえ館」には、井口文秀の絵本原画が展示されている。

壁にはストーリー順に絵が並び、年lこ 3~4回作品が変わる。

絵本が閲覧できるテーブルは、パレットの形に芯っている。

井口文秀が実際に

使用した画材。

ガラス工房では、グラスや一輪挿し芯どを

作ることができる。約1300度で溶解した

ガラスを、力を入れて吹いていく。

1970年代のジュークボッ

クス。流れる曲も懐かしい。

「あじわい館Jのレストランでは、山並みを

眺め芯がう中華料理を楽しめる。

______.，‘ 
手びねりや絵付けの体験ができる陶芸工房。

自分だけの器は昧わい深いものがある。

なないろKAN
「見るJr.作るJr昧わうJn感じる」をテーマに

した複合施設で、平成9年7月にオープン

した。「なないろKANJという名称と、7つの

館それぞれの愛称は、一般公募によって決

められた。管理運営は第3セクターの(有)

あさひふるさと創造社が行っている。観光

の拠点、地域の人々の交流拠点、生涯教育

の拠点として幅広く利周苓炉、周囲には、不

動堂遺跡、歴史公園、百河豚美術館が隣接

している。

営業時間/午前9時~午後9時

入 場 料/3館共通(みごたえーたくみ・ふれあい館)

大人600円、小人400円
くてづくり館体験〉

吹きガラス(毎週土-日-祭日)

3.000円(材料・保険料含む)

陶芸(開館日の午前9時~午後4時)

手ぴねりコース 1.500円
絵付けコース 1.000円~
※てづくり館・あじわい館-もぎたて館

ま主主ぴ館は、入場無料です。

休業日/火曜日(祝日の場合は翌日)

問合せ/ft0765(83) 3700 

・電車で
JR北陸線沿駅下車車で10分

・自家用車で
北陸自動車道朝日ICかう5分

なないろKANからプレゼントがあります。

詳しくは13ページをご覧ください。

る
職人は道具に命を吹き込み、

道具は職人の一部と忽って腕

を支える。

大工道具が並i)¥rたくみ館」。中央の展示スペースは、

縁側をイメージ。使い込まれた道具の美を感じることが

できる。

朝日町の海岸はヒスイ海岸

として知られている。工ン

トランスホールにある大き

なヒスイの原石は重さ約6
トン。

レストランのテラスから続く緑の庭は、

ガーデンJ¥ーティに最適。ここで結婚

式を挙げた力ッブルもいる。

隣接する不動堂遺跡。夜はラ

イトアップされ、「あじわい

館」のテラスかう眺め5れる。

県広報と哲彦 1999.11・ 9

ま
ち
の
魅
力
を
七
つ
の
館
で

楽
し
む
。

な
な
い
ろ
K
A
N
は
、
そ
の
名
前
の
通
り

七
つ
の
館
か
ら
構
成
さ
れ
、
朝
日
町
ゆ
か

り
の
展
示
エ
リ
ア
や
体
験
を
楽
し
む
エ
リ

ア
、
人
々
が
交
流
す
る
エ
リ
ア
な
ど
に
な

っ
て
い
る
。
特
長
は
、
七
つ
の
館
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
の
豊
か
さ
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
海
抜
0

メ
ー
ト
ル
か
ら
三
0
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
楳
高
差
に
、
多
彩
な
自
然
と
文
化
が
息

づ
く
朝
日
町
の
多
面
性
を
象
徴
し
て
い
る

か
の
よ
う
だ
。
こ
こ
に
は
、
ま
ち
の
魅
力
が

ふ
ん
だ
ん
に
集
ま

っ
て
い
る
。

心
と
技
と
英
知
と
。

人
間
の
多
様
な
感
動
が
あ
る
。

「み
ご
た
え
館
」
に
は
、
朝
日
町
出
身
の
絵

い
ぐ
ち
ぶ
ん
し
ゅ
う

本
画
家
、
井
口
文
秀
の
絵
画
や
絵
本
の
原

画
な
ど
約

一
O
O点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
、
教
科
書
の
挿
し
絵
や
絵
本
な
ど
を

描
き
続
け
、

柔
ら
か
な
筆
致
と
明
る
い
色

彩
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
心
を
引
き
付

け
た
作
家
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
見
る

作
品
に
嘘
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
つ

ね
に
取
材
を
欠
か
さ
な
か

っ
た
と
い
う
。

大
工
道
具
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
の
は

「た
く

。

聖

母

か

ん

な

の

み

さ

り

み
館
」。
鋸
、
鈎
、

撃
、
錐
な
ど
、

実
際
に

使
い
込
ま
れ
た
本
物
の
存
在
感
に
、
大
工

と
道
具
の
関
わ
り
の
深
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
は
、
朝
日
町
建
築
事
業

組
合
の
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
。
二
階
に
は
、
縄
文
時
代
か

ら
の
町
の
建
築
物
の
歴
史
を
パ
ネ
ル
展
示

し
て
あ
る
。

「ふ
れ
あ
い
館
」
は
、
ア
ン
テ
ィ
l
ク
な
蓄

音
機
や
ラ
ジ
オ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
大
き
な

蓄
音
機
か
ら
ポ
ー
タ
ブ
ル
ヘ
、
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
形
や
音
を
楽
し
み
な
が
ら
、

音
響
文
化
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

る
。
s
p
や
L
P
な
ど
の
レ
コ
ー
ド
盤
や

針
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

作
る
、
ふ
れ
あ
う
、
味
わ
う
。

陶
芸
体
験
や
ガ
ラ
ス
吹
き
体
験
が
で
き
る

「て
、つ
く
り
館
」
。
湯
飲
み
や
皿
な
ど
の
手

び
ね
り
や
絵
付
け
な
ら

一
時
間
程
度
で
楽

し
め
る
。
「あ
じ
わ
い
館
」
で
は
、
朝
日
岳

や
白
馬
岳
を
見
な
が
ら
、
ラ
ン
チ
や
デ
ィ

ナ
ー
を
。
ゆ
っ
た
り
と
気
持
ち
の
い
い
ひ

と
と
き
が
過
ご
せ
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ

続
く
細
長
い
空
間
は
、

「も
ぎ
た
て
館
」
。

こ
こ
で
六
月
か
ら
十
月
ま
で
の
日
曜
日
に

関
か
れ
る
が
な
な
い
ろ
朝
市

μ

は
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
う
。
「ま
な
び
館
」は
、
研
修
会

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
で
き
、

書
道

や
お
花
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
l
ル
に
は
、
工
房
で
作
ら
れ
た
作
品
の

展
示
や
特
産
品
の
販
売
な
ど
も
あ
り
、
ま

さ
に
交
流
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
る
。

そ
の
豊
か
な
彩
り
が
魅
力
の
な
な
い
ろ
K

A
N
。
な
な
い
ろ
の
ど
の
色
を
楽
し
む
か
、

ど
の
色
に
引
か
れ
る
か
は
、
訪
れ
る
人
の

個
性
の
輝
き
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

10 ・県広報~1きま 1999.11



E 図画

高岡万葉まつりを支える

市民ボランティア

加須栄教子さん
(かすえ きょうこ)

人物e7

<ife十
月
一
日
か

5
三
日
ま
で
、

高
岡
古
城
公
園
を
中
心
に
高
岡
万
葉
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
。
主
要
イ
ベ
ン
ト
は
、
万
葉
集
を
三
昼
夜
か
け
て
歌
い
継
ぐ
「
万

葉
集
全
二
十
巻
朗
唱
の
会
」
。
そ
の
他
に
も
、
万
葉
故
地
め
ぐ
り
パ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。
万
葉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た

高
岡
市
に
と
っ
て
、
代
表
的
な
行
事
と
な
っ
た
万
葉
ま
つ
り
。
そ
の
陰
に
は
、

多
く
の
市
民
や
団
体
の
協
力
が
あ
る
。
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
あ
い
の
風
」
は
、
昭
和
六
十
年
の
結
成
以
来
、
高
岡
と
万
葉
に
深
く
関
わ

り
、
第
一
回
の
朗
唱
の
会
か
う
企
画
・
運
営
に
加
わ
っ
て
い
る
。

1936年生まれ

高岡市在住

観光ガイドボランティアグループ

「あいの風J代表

万葉まつりでパスツアーの受付をするメンバー (上)
高岡市万葉歴史館で観光ガイドをする加須栄さん (中・下)

「観光ガイドボランティアは、生涯学習という一面を持っています」。高岡を知ることは、
楽しい学習だと語る加須栄さんは、さっぱりとした気取らない印象の女性だ。

PROFILE 
昭和62年に、「あいの風Jに入会。平成2年

に始まった!万葉集全20巻閉唱の会」の運

営ボランティアや、万葉故地交流会の運営

に参画する。平成8年より「あいの風」代表。

万
葉
ゆ
か
り
の
地
に
吹
く
混
か
な
風

「
あ
い
の
風
」
は
、
「
わ
が
町
の
良
さ
を
、

自
分
た
ち
の
言
葉
で
紹
介
し
よ
う
」
と
、
昭

和
六
卜
年
に
結
成
さ
れ
た
観
光
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。
結
成
当
時
か
ら
、

万
葉
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
と
い
っ
て
い
い
。

高
岡
万
葉
ま
つ
り
が
、
朗
唱
の
会
を
メ

イ
ン
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成

二
年
の
こ
と
。
三
日
三
晩
続
く
イ
ベ
ン
ト

を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い
。
出
演
者
の
受
付
、
万
葉
衣
裳

の
着
付
け
、
舞
台
巣
の
誘
導
な
ど
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
が
協
力
し
、
「
あ
い
の
風
」

も
、
本
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
。

「
最
初
の
頃
は
、
真
夜
中
に
朗
哨
す
る
人

が
少
な
く
て
、
希
望
行
の
な
い
時
間
に
交

梓
で
出
演
し
た
り
も
し
ま
し
た
」
。

「
あ
い
の
風
」
で
は
、
万
葉
ま
つ
り
の

「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
な
っ
て
、
夜
中

ま
で
調
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
白
分

が
住
ん
で
い
る
ま
ち
で
も
、
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
ん
で
す
ね
」
。

自
分
の
ま
ち
の
良
さ
を
知
る
と
、
そ
れ

を
他
の
人
に
伝
え
た
い
と
思
う
。
そ
の
思

い
が
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
の
原
動
力
に

な
る
。

ぢ
私
た
ち
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
あ
る
プ
ロ
と

遣
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
言
葉
で
、
そ

の
時
の
呼
吸
で
話
す
ん
で
す
」
。

自
分
た
ち
は
、
富
山
県
の

P
R
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
も
あ
る
と
語
る
加
須
栄
さ
ん
。

自
分
の
ま
ち
の
良
さ
を
、
誇
り
を
持
っ
て

語
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め

に
も
、
ま
ち
を
知
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
。

加
須
栄
さ
ん
の
ガ
イ
ド
は
、
や
わ
ら
か

な
語
り
H
で
、
丁
寧
で
温
か
い
感
じ
が
す

る
。
ま
ち
へ
の
愛
情
が
、
聞
く
方
に
も
伝

わ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。

「
家
持
の
時
代
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
が
し
た
い
で
す
ね
」
。

加
須
栄
さ
ん
の
思
い
は
広
が
る
。

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

朗
唱
の
会
も
、
今
年
で
卜
回
目
。
加
須
栄

さ
ん
は
、
今
年
も
故
地
め
ぐ
り
パ
ス
ツ
ア

ー
で
、

二
上
山
や
雨
晴
海
岸
な
ど
、
ゆ
か
り

の
地
を
案
内
し
た
。
故
地
交
流
会
で
は
、

毎
年
顔
を
合
わ
せ
る
人
々
、
初
め
て
出
席

し
た
人
々
が
、
和
や
か
に
話
を
交
わ
す
。

高岡万葉まつり企画運営部会のメンバー

として、全体の計画にも携わる。現在、高岡

地区広域圏観光ボランティアガイド連絡

協議会会長、高岡市総合計画策定委員な

どを務める。
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環
と
し
て
、
平
成
三
年
か
ら
万
葉
放
地
め

ぐ
り
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
交
流
を
も
っ
た
奈
良
や
大

阪
な
ど
の
万
葉
故
地
の
人
々
を
切
引
い
て
、

交
流
会
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
会
の
名

称
に
も
な
っ
て
い
る

「あ
い
の
風
」
と
は
、

や
か
も
ち

海
か
ら
吹
く
風
の
こ
と
。
大
伴
家
持
も
そ

の
心
地
よ
さ
を
歌
に
詠
ん
で
い
る
。

人高
に岡
伝の
え隠

すこ 7六
~ fj'¥ 
芯わ

完全
玄て
ーも く

る
と

加
須
栄
さ
ん
が
、
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

説
明
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
平
成
二

年
か
ら
。
そ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
高
岡
に
つ

い
て
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
「あ

い
の
風
」
は
、
月
岬一
固
定
例
会
を
聞
き
、
歴

史
や
観
光
名
所
に
つ
い
て
発
表
し
あ
っ
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
、
勉
強
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
興
味
が
わ
い
て
く
る
。

「
交
流
の
積
み
重
ね
が
大
事
な
ん
で
す
ね
。

高
岡
が
万
葉
の
故
地
だ
と
い
う
こ
と
は
、

全
国
的
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

ん
で
す
よ
」
。

万
葉
ま
つ
り
は
、
文
化
面
で
の
ま
ち
お

こ
し
で
も
あ
る
。
加
須
栄
さ
ん
は
、
万
葉

ま
つ
り
企
画
運
営
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
も
、
運
営
に
協
力
し
て
い
る
。

「
行
政
と
市
民
が
協
力
し
合
わ
な
い
と
、
い

い
ま
ち

m

つ
く
り
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
」
。

全
国
に
向
か
っ
て
万
葉
の
政
地
向
附
を

発
信
す
る
こ
と
、
そ
し
て
高
岡
の
人
々
に

も
っ
と
向
分
た
ち
の
ま
ち
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
。
行
政
だ
け
で
も
、
民
間

だ
け
で
も
で
き
な
い
こ
と
が
、

一
体
と
な

っ
た
時
に
可
能
と
な
る
。

「
市
民

一
人
ひ
と
り
の
忌
識
が
高
ま
る
こ

と
が
、
ま
ち
の
活
力
に
な
る
ん
で
す
」
。

そ
の
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
に
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

朗
唱
の
会
三
日

H
の
夜
、
万
葉
ま
つ
り

の
運
営
に
協
力
し
た
個
人
や
団
体
が
朗
唱

す
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
、
加
須
栄
さ
ん
は
」一

首
を
朗
唱
し
た
。
そ
の
人
柄
の
よ
う
に
温

か
く
伸
び
や
か
な
声
は
、
こ
の
地
を
愛
し

た
家
持
と
同
じ
よ
う
に
、
高
岡
と
万
葉
へ

の
思
い
に
満
ち
て
い
た
。
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市_.，-tcH~う 晴報
按えて健康パーワ Q&A

編集部から

仕
事
と
家
事
で
忙
し
く
、
毎
日
が
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

時
々
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
場
所
で
静
か
に
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
何
か
い
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
(
加
代
女
性
)

-
と
や
ま
健
康
パ

l
ク
で
は
、
運
動
だ
け
で
な
く
、
ゆ

っ
く
り
と
休
養
を

と
る
た
め
の
多
彩
な
設
備
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

一
日
中
の
ん
び
り
過
ご

し
て

一
、八

O
O円
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

-パーデゾーン

「ジャグジーJiミストサウナ」

「打たせ湯J芯ど、 10種類の

浴檀を完備。心地よさで日頃

の疲れもリフレッシュ 1

今回の 「県広報とやまJは11・12月合

併号としてお届けしています。次回の

発行は西暦2000年の 1月号。これか

らも、皆さんのご愛読をお願いします。

[今後の発行予定]・1月号 (各世待配布版)
1月9日(日)の朝刊に折り込み・2月号 GM常版)
2月1日(火)に発行・3月号 GM常版)
3月1日(水)に発行

+4月号(各世帯配布版)
3月31日(金)の朝刊に折り込み

※発行日は変更される場合があります。

県広報とやまの各世帯配布版(年3回発

行)は、新聞折込で各家庭にお届けしま

す。また、通常版(年7回発行)は、次の

場所で無軒配布するほか、郵送による

定期購読も受け付けています。

主な配布箇所

県庁、県刊行物センタ ー (県民会館 1

階)、県の各施設、 市町村役場、図書館、

文化ホール、公共温泉施設、ショッピン

グセンタ 一、富山市民プラザ、いきいき

KAN(富山駅前CIC5階)、高岡駅観

光案内所、 JR駅 (一部)、富山空港、東

京事務所、大阪事務所、名古屋事務所 とうじあん

この他にも薬湯や露天風呂がある湯治庵、温水プール

などがあります。ぜひご利用ください。

※タイトルは、いずれも仮題です。

富山見たモン勝ち チューリップテレビ
第4自信 10:00-10:52

[11月)28日とやまの歌

[12月)26日いい人いい昧いきいき商庖街

とやまの情報お伝えします!

こんにちは富山県です北日本政送テレビ
毎週日橿 11:00-11:30

[11月) 7日分ければ資源(υサイクル)

14日知識の宝庫図書館

21日総合福祉会館オーブン

28日ふるさと探訪(宇奈月町)
※12月の放送内容は未定です。

[1 1・12月の県政番組}

定期購読の申込方法

郵便番号・住所・氏名・電話番号 ・購読

回数 (通常版の回数)を明記 し、郵送料

として 1回当たり 160円分の切手を

同封のうえお申し込みください。

※購読期間中は、通常版・各世穆版の両方を郵
送しますが、郵送料の負担は通常販の分だけで
結構です。

あて先

干930・8501(住所不要)富山県庁広報課

「県広報とやまj定期購読係
FMとやま

毎週月暗~木瞳 11: 30-11 :40 
毎週土層 11:30-11:55 

このほか、県からのお知らせは、新聞広報や

インターネ ッ トでもお伝えしています。

聞新聞広報「県かうのお知5せj

11月6日・ 27日、 12月11日・25日の朝刊各紙に掲

載
※掲載日は変更される場合があります。

・富山県ホームページ

http://www.pref.toyama.jp/ 
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?を三R53j
同園』よ~~〆

.膜想室

工ッセンシャルオイルの心地

よい香りの中で静かに時を過

ごせます。自分を見つめ直す

いい機会に芯るかも。

-ポディソニックルーム
(20分 100円)

音楽と振動が血圧 ・消化器官

に直接働きかけ、Jl)も体もリ

ラックス 1

とやま県間録

とやま超発見! 富山テレビ
フォーカス・イン2 毎週日1・9:00-9:30
[11月) 7日とやまの食文化

14日とやまの文化財

21日公共の温泉めぐり

28日とやまの伝統芸能

[12月) 5日とやまのカルチャ一教室

12日伝統のおもちゃ

19日インドアスポーツ

26日とやまの年の瀬の行

9月号プレゼント当選者

.ifi岡市万葉歴史館のオリジナルテレホン
カードと便筆

岩竹真由美さん(富山市)、沢田勇さん(高岡市)、

滝川昌子さん(字奈月町)、辰巳恭子さん (立山

町)、川越裕樹さん(石川県)

正解は「⑧⑨献血」でした。

E応募方法

ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、職業と、

本誌の感想 ・入手方法を記載。

あて先/〒930・8501(住所不要)
富山県庁広報課 「県広報とやま 11.12月号jクイズ係

締切/12月20日(消印有効)

正解者の中から5名の方lζ、9.10ページで紹介した

芯ないろKANから井口文秀の絵本をプレゼン卜します。

次回 (1月号)は缶世帯配布版です。1月9日(日)の新聞告紙に折り込んでお届けする予定です。

-
問
合
せ
・
ご
意
見
は、

と
や
ま
健
康
パ
ー
ク
ま
で

包

0
7
6
(4
2
8
)0
8
0
9

環境影響評価条例による新しい環境アセスでは、住民から

の意見提出の機会が何回になったでしょうか。

ro回Jとお答えください。

→答えは 7・8ページを臨めばわかります。

ご応募お待ちしています。

「日本のわざと美J展
【11/23(祝)まで]
置要無形文化財保持者(人間国宝)の代表作
品約140点を展示。
一般 500円/高・大 400円/小・中 250円

造形発見広場「紙J
[12/26 (日)まで]
ちぎり紙でいろいろな作品を作ります。

今と昔のはきもの展
【11/13(土)-1/9 (日)] 

パソコンで年賀状
111/20(土)-12/27 (月)] 

9:30.......17:00 
⑮火曜・第4水曜・祝日の翌日 11/24・25、
12128.......1/4 1重岡

入館無料

第5固フィールドウォッチング

常願寺川の利水施設めぐり
[11/1 1 (木)9:30-16:00]要申込
浄水場、発電所、用水施設等を見学すること
で、常願寺川がもたらす.めぐみ.について考
えます。
一般(中学生以上)1，000円/小学生500円

9:30.......17:00 
@月曜・祝日の翌日、 12/27.......1/4
一般 400円高・大 320円小・中 200円
※企画展のみ観覧の場合は無料

9:30-17:00 
⑮月曜・祝日の翌日 、12127.......1/4
常設展示観覧料(展示室以外は無料)
一般 200円高・大 160円小・中 100円

日本美術の動勢
ンダストリアル・デザインの新風景
2/12(日)まで]

インダストリアル・デザインの現況を

こより将軍職を廃され、
よした阻

に小幕府を樹立した足利義植の
、応仁の乱から豊臣政権までの越中

史を古文書と写真・図表パネルでたどり

曜、 12127.......1/4
スタジアム10:00-22:00(日・祝t;t19:∞まで)

日1，800円12時間半 1，500円/1時間 1，000円

もみじの散歩道
[1 1/14 (日).15 (月)9:30-14:00] 
ナチユラリストとともに、圏内を散策。
一般1，000円/小学生以下500円

第3回ジュニアドッジボール大会
[12/5 (日)8 : 30~ 14:30]要申込
小学4年生以下の男女12-20名のチームにほ
よる大会 1: 
水鳥観察会
112/26 (日)9: 00-1 3: 00]要申込

9:00.......17:00⑭ 火曜 (11/23は開館)・祝日 l豆聞

の翌日、 12128........1/4 入園無料

花と緑のポスター原画展
[11/3 (祝)~12/26 (日)]

自然観察会f春の七草を愛でるJ
[12/19 (日)9 : 30~12: 00] 要申込
七草を採集し、七草粥を試食します。

100円

は9:30-17:00
11/4.......12/3は船体整備のため乗船できま
せん
@月曜・祝日の翌日 12129.......113
般 400円小・中 200円

オルピスと巡る
f舞台芸術・芸能一発見ライブJ
Vol.14マリンパっておもしろい!
【11/29(月 )1 8 :30~]

出演/梅宮首亨(マリンパ)、前嶋玲子(ピアノ)
※公演終了後、交流会(参加無料)を開催します。

1.15狂言っておもしろい!
[ 12/ 13(月 )15 :00~、 1 8 :30-(2回公演) ]

いすd与も とや

出演/和泉元需ほか

ともに3，000円(会員は無料です)

大阪国際室内楽コンクール
グランプリコンサート'99
(11/23 (祝) 15 :00-] 
界告国で演奏活動を行っている工ルサレ
トリオ(イスラエル)が出演
般 3，500円 (当日 4，000円)

ウィーン・ピアノ四重奏団
ツアルトの夕べ~

[12/9 (木)19:00-] 
般 3，500円 (当日 4，000円)
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澗
同
川
期
作
古
川
市

快
い
リ
ズ
ム
が
、

和
や
か
な
時
を
刻
む
。

Vol.18 
蛭谷のパタパタ茶

・朝日町

い
ろ
り
に
か
け
ら
れ
た
茶
釜
に
は
、
ほ
ど
よ
い

加
減
で
お
茶
が
煮
出
さ
れ
て
い
る
。
お
茶
は
、

く

ろ

ち

ゃ

ち

ゃ

し

ゃ

く

黒
茶
と
い
う

一
種
の
発
酵
茶
。
茶
杓
で
お
茶
を

汲
み
、
五
郎
八
茶
碗
に
入
れ
る
と
、

一一
本
合
せ
の

ち
ゃ
せ
ん

茶
笑
を
左
右
に
振

っ
て
お
茶
を
泡
立
て
て
い
く
。

チ
ャ

ッ
チ
ャ
ッ

チ
ャ
ッ

、
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
。

茶
発
は
軽
や
か
に
踊
り
、

を
た
て
る
。

茶
碗
は
楽
し
げ
に
音

北
ア
ル
プ
ス
の
尾
根
が
間
近
に
迫
る
朝
日
町

び
る
だ
に

蛭
谷
地
区
。
こ
こ
で
は
、
人
々
が
集
ま
り
パ
タ

パ
タ
茶
を
楽
し
む
風
習
が
今
も
残

っ
て
い
る
。

パ
タ
パ
タ
と
は
、
「あ
せ
ぐ
ら
し
く
(あ
わ
た
だ
し

く
)
」
と
い
う
意
味
で
、泡
立
て
る
と
き
の
あ
わ
た

だ
し
い
動
作
か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と
さ
れ
る
。

蛭
谷
で
は、

室
町
時
代
以
前
か
ら
黒
茶
を
飲
ん

で
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
成
熟
し
た
お
茶
の

葉
や
小
枝
を
発
酵
さ
せ
て
つ
く
る
が
、
温
度
管
理

な
ど
製
造
方
法
が
難
し
く
、
現
在
で
は
富
山
県

で
し
か
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
一冗
年
か
ら

朝
日
町
の
特
産
品
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

宗
教
行
事
の
折
り
に
、
あ
る
い
は
普
段
で
も
声

を
掛
け
合

っ
て
お
茶
を
楽
し
む
蛭
谷
の
人
々
。

正
式
な
作
法
は
な
く
、

一
緒
に
出
さ
れ
る
煮
物

や
漬
け
物
が
、
苦
み
の
あ
る
お
茶
に
よ
く
合
う
。

子
に
し
た
茶
碗
と
茶
禿
は
、
楽
器
の
よ
う
に
快

い
音
を
た
て
、

軽
快
な
リ
ズ
ム
が
会
話
を
弾
ま

せ
る
。
点
て
る
動
作
も
音
も
あ
わ
た
だ
し
い
が
、

心
は
ゆ

っ
た
り
と
和
ぎ
、
や
が
て
座
は
朗
ら
か

な
笑
い
声
に
包
ま
れ
る
。

※
県
内
五
十
箇
所
の
「
と
や
ま
の
音
風
景
」
を
収
録
し
た
C
D
は

市
町
村
図
書
館
芯
ど
で
お
聴
き
に
な
れ
ま
す
。
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